
　

皆
さ
ん
は
「
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
」

と
聞
い
て
何
を
思
わ
れ
ま
す
か
。

「
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
」
と
は
、
ギ
リ

シ
ャ
語
で
、
「
全
て
を
焼
き
尽
く

す
」
「
焼
か
れ
た
い
け
に
え
」
を

意
味
し
ま
す
。
後
に
、
第
二
次
世

界
大
戦
中
に
独
裁
者
ヒ
ト
ラ
ー
の

ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
に
よ
る
、
ユ
ダ

ヤ
人
を
対
象
と
し
た
大
虐
殺
を
指

す
言
葉
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
と
き
虐
殺
さ
れ
た
ユ
ダ
ヤ

人
６
０
０
万
人
の
う
ち
、
１
５
０

万
人
が
子
ど
も
た
ち
で
す
。
そ
の

こ
と
を
14
歳
の
子
ど
も
は
「
な
つ

か
し
い
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
。

青
い
空
が
全
部
紙
で
世
界
中
の
海

が
全
部
イ
ン
ク
だ
っ
た
と
し
て
も
、

僕
の
苦
し
み
や
僕
の
周
り
で
見
た

こ
と
は
、
と
て
も
全
部
は
書
き
尽

く
せ
は
し
な
い
く
ら
い
だ
よ
」
と

表
現
し
て
い
ま
す
。

　

ユ
ダ
ヤ
人
は
、
た
だ
ユ
ダ
ヤ
人

で
あ
る
と
い
う
理
由
だ
け
で
迫
害

さ
れ
、
殺
さ
れ
ま
し
た
。

　

ユ
ダ
ヤ
人
は
、
3.5
ｍ
も
の
高
い

壁
で
囲
ま
れ
、
ナ
チ
ス
の
監
視
人

が
い
る
所
「
ゲ
ッ
ト
ー
」
に
住
ま

わ
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
の
生
活

で
は
、
飢
え
や
伝
染
病
に
よ
り
、

多
く
の
人
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。

　

ゲ
ッ
ト
ー
に
は
鉄
道
の
引
込
み

線
が
直
結
し
、
ガ
ス
室
の
あ
る
皆

殺
し
の
絶
滅
収
容
所
に
送
ら
れ
る

ま
で
の
一
時
的
な
も
の
で
し
た
。

「
ア
ン
ネ
の
日
記
」
で
有
名
な
ア

ン
ネ
一
家
も
、
２
年
あ
ま
り
の
隠

れ
家
生
活
が
発
覚
し
、
収
容
所
へ

送
ら
れ
ま
す
。

　

ア
ン
ネ
は
、
チ
フ
ス
に
か
か
り

亡
く
な
り
ま
す
が
、
そ
の
収
容
所

が
解
放
さ
れ
た
の
は
ア
ン
ネ
の
死

か
ら
約
２
週
間
後
の
こ
と
で
す
。

　

広
島
県
福
山
市
に
あ
る
「
ホ
ロ

コ
ー
ス
ト
記
念
館
」
は
、
「
ア
ン

ネ
の
日
記
」
を
書
い
た
ア
ン
ネ
の

父
親
オ
ッ
ト
ー
・
フ
ラ
ン
ク
氏
と

ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
記
念
館
館
長
の
奇

跡
的
な
出
会
い
に
よ
り
、
平
成
７

年
に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

「
人
は
な
ぜ
憎
し
み
合
う
の
で

し
ょ
う
。
人
は
ど
う
し
て
仲
良
く

暮
ら
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
し

ょ
う
」
と
、
ア
ン
ネ
の
言
葉
が
響

き
ま
す
。

　

オ
ッ
ト
ー
氏
は
「
平
和
は
相
互

理
解
か
ら
生
ま
れ
ま
す
。
ア
ン
ネ

の
死
に
同
情
す
る
だ
け
で
な
く
、

平
和
を
つ
く
り
出
す
た
め
に
何
か

を
す
る
人
に
な
っ
て
下
さ
い
」
と

訴
え
て
い
ま
す
。

「ホロコーストとは」・・・
西条市教育委員会 人権教育課№92

■
個
人　
　

○
玉
井
由
美
子
（
壬
生
川
）

○
砂
田
壽
江
（
三
津
屋
南
）

○
石
原
一
雄
（
三
津
屋
南
）

■
各
種
団
体

○
村
上
記
念
病
院

○
周
桑
衛
生
企
業
組
合

○
㈱
こ
っ
こ
ー

○
か
れ
ん
美
容
室

○
小
松
山
草
会
・
小
松
盆
栽
教
室

ま
ご
こ
ろ
銀
行
へ

　

次
の
方
々
か
ら
ご
厚
志
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
順
不
同　

敬
称
略
）

うみまる

うーみん

マリンレジャー集中安全推進活動期間
　　　　７月１日㈰～８月31日㈮

プレジャーボート等に対する
　　　　　　　積極的指導・取締期間
　　　　７月１日㈰～８月31日㈮
　今治海上保安部では、「海で安全に楽しく遊ぶために
～大切な命を自分で守る～」をテーマに次の３つを基本
とする「自己救命策確保」を
推進しています。

【浮力確保】
①ライフジャケットの常時着用
【速やかな救助要請】
②防水パック入り携帯電話などの連絡手段の確保
【海の事件・事故は１１８番】
③海上保安庁への緊急通報用番号「１１８番」の有効活用

全国海難防止強調運動
７月16日㈪～31日㈫

　「海難ゼロへの願い」をスローガンに、海難防止思想
の普及・高揚を図ることにより、海難の発生を防止する
ことを目的に実施しています。

①見張りの徹底及び船舶間コミュニケーションの促進
②小型船の安全対策の徹底

今治海上保安部　海難防止強調運動今治地区推進連絡会議

今治海上保安部警備救難課　℡0898－22－0118

　広報さいじょう６月号26ページの「図書が寄贈されま
した」の記事に誤りがありましたので、次のとおり訂正
し、お詫び申し上げます。
■訂正箇所：工場長名
■訂正内容：岡田和夫工場長
■問合せ：西条図書館　℡0897－56－2668

広報さいじょう６月号に
おける訂正とお詫び

　海岸は、人と海とのふれあいの場として、生活にうる
おいをもたらす貴重な空間です。国民の共有財産である
海岸を、いつまでも良好な状態に保ち、安全で適正に利
用することを目的とし、昭和47年から毎年７月を「海岸
愛護月間」としています。期間中は、豊かな海岸環境を
守り、国民の海岸に対する愛護思想の普及と啓発に努め
るための広報活動を展開します。

海岸愛護月間

広報さいじょう　2012　７月号 30


